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笠
間
市
は
、
平
成
23
年
3
月
19
日
に
合

併
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

合
併
後
、
笠
間
市
総
合
計
画
の
将
来
像

で
あ
る
「
住
み
よ
い
ま
ち　

訪
れ
て
よ
い

ま
ち　

笠
間　

〜
み
ん
な
で
創
る　

文
化

交
流
都
市
〜
」
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
取
組
み
を
写
真
お
よ
び
年
表

で
振
り
返
り
ま
す
。

平成18年7月
笠間市合併記念式典を開催

平成19年11月
北関東自動車道笠間西IC～友部ICの開通

平成18年12月
第１回「かさま陶芸の里マラソン大会」実施

平成20年2月
「デマンドタクシーかさま」スタート

平成18年3月19日
新「笠間市」の誕生

平成19年3月
友部駅の南北自由通路・橋上駅舎の完成

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）

３
月
19
日

新
「
笠
間
市
」
の
誕
生

６
月

新
市
初
の
一
般
会
計
予
算

「
２
７
１
億
円
」
が
議
会

で
可
決

７
月

笠
間
市
合
併
記
念
式
典
を

開
催

笠
間
芸
術
の
森
公
園
に

「
あ
そ
び
の
杜
」
開
園

10
月

市
役
所
本
所
で
日
曜
日
の

窓
口
業
務
を
開
始

12
月

第
1
回
「
か
さ
ま
陶
芸
の

里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
実
施

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

１
月

市
民
憲
章
の
制
定

３
月

友
部
駅
の
南
北
自
由
通

路
・
橋
上
駅
舎
の
完
成

４
月

笠
間
市
総
合
計
画
の
策
定

５
月

常
磐
大
学
と
笠
間
市
が
連

携
協
力
協
定
を
締
結

10
月

第
１
０
０
回
笠
間
の
菊
ま

つ
り
が
開
催

11
月

北
関
東
自
動
車
道
笠
間
西

IC
〜
友
部
IC
の
開
通

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）

２
月

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か

さ
ま
」
ス
タ
ー
ト

５
月

大
古
山
橋
開
通

６
月

レ
ジ
袋
有
料
化

９
月

川
崎
真
裕
美
選
手
が
笠
間

市
民
栄
誉
賞
を
受
賞

合
併
５
年
間
の
歩
み



3 平成 23年　広報かさま 3月号

今
後
も
知
恵
と
創
意
工
夫
を
も
っ
て

　
　

  
市
民
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す 平成22年7月

モニター広告放映開始
平成22年11月

NHKのど自慢を開催

平成21年8月
岩間中学校新校舎竣工

平成22年10月
いな吉に特別住民票を交付

平成20年9月
川崎真裕美選手が笠間市民栄誉賞を受賞

平成20年11月
第20回忠臣蔵サミットを笠間市で開催

平成21年5月
笠間子育て支援センター「みつばち」を開所

10
月

「
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
」

が
オ
ー
プ
ン

11
月

第
20
回
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

を
笠
間
市
で
開
催

12
月

北
関
東
自
動
車
道
笠
間
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
完
成

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）

２
月

笠
間
市
が
ん
ば
る
企
業
応

援
連
絡
会
を
発
足

５
月

笠
間
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
み
つ
ば
ち
」
を
開
所

６
月

笠
間
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置

か
さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

事
業
が
ス
タ
ー
ト

８
月

岩
間
中
学
校
新
校
舎
竣
工

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

４
月

日
曜
・
平
日
夜
間
の
初
期

救
急
診
療
開
始

６
月

「
恋
人
の
聖
地
」
に
陶
芸

の
里
か
さ
ま
を
選
定

７
月

モ
ニ
タ
ー
広
告
放
映
開
始

9
月

「
か
さ
ま
の
粋
」
認
証
農

産
品
が
誕
生

10
月

医
療
福
祉
費
助
成
制
度
を

拡
充

い
な
吉
に
特
別
住
民
票
を

交
付

11
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
開
催

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

２
月

公
用
車
に
電
気
自
動
車
を

導
入

３
月

図
書
館
シ
ス
テ
ム

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

今
後
も
知
恵
と
創
意
工
夫
を
も
っ
て

　
　

  
市
民
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
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　シンプルで分かりやすい窓口体制と事務の効率化を図るため、5課3分室から地域課、市民窓口課、
福祉課の3課に変更し、効率的・効果的な市民サービスを行います。

【地域課】（新設）
 ●庁舎の管理、行政区関係、税証明書発行、収納業務
　 （総務振興G）
 ●家庭ごみ・生活環境・上下水道等の受付、道路維持補修
 　等の相談受付（生活支援G）
【市民窓口課】
 ●戸籍、住民票、印鑑証明など各種証明書の発行（窓口G）
 ●国民健康保険・後期高齢者医療保険・医療福祉費・国民年
　金の受付・相談業務（国保年金G）
【福祉課】
 ●障害福祉・子ども福祉関係の受付業務（社会福祉G）
 ●高齢福祉関係の受付業務（高齢介護G）

支所の再編

総務振興Ｇ地　域　課

市民窓口課

福　祉　課

生活支援Ｇ

窓口Ｇ
国保年金Ｇ

社会福祉Ｇ
高齢介護Ｇ

※ 市民窓口課および福祉課の業務は、今ま
でどおりです。

問合せ　行政経営課　内線５５６

所
得
審
査
の
対
象
者
は
？

　

本
人
の
所
得
が
所
得
基
準
以
下
で

あ
る
か
否
か
で
判
定
し
ま
す
。

所
得
基
準
は
？

　

本
人
の
所
得
が
次
の
式
で
計
算
し

た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×

38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

対
象
と
な
る
学
校
は
？

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校（
※
１
）、
一
部
の
海

外
大
学
の
日
本
分
校
（
※
２
）
で
す
。

※ 

１　

修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課

程
に
在
学
し
て
い
る
方
に
限
ら
れ

ま
す
。
私
立
の
各
種
学
校
に
つ
い

て
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受

け
た
学
校
に
限
ら
れ
ま
す
。

※ 

２　

日
本
国
内
に
あ
る
海
外
大
学

の
分
校
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大

臣
が
個
別
に
指
定
し
た
課
程
に
在

籍
す
る
方

承
認
を
受
け
た
期
間
は
？

○ 

未
納
の
期
間
と
は
違
い
、
障
害
基

礎
年
金
等
の
受
給
資
格
期
間
に
含

ま
れ
ま
す
。

○ 

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。

　

 （
た
だ
し
、
承
認
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
と
き
は
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。）

申
請
に
必
要
な
も
の
は
？

① 

年
金
手
帳
（
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
）

②
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
③
認
印

【
問
合
せ
】

　

保
険
年
金
課

　
（
内
線 

１
４
１
・
１
４
２
）

　

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課

　
（
内
線 

７
２
１
０
４
）

　

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課

　
（
内
線 

７
３
１
８
２
）

納　　付 学生納付特例 未　　納
障害基礎年金・遺族基礎年金

（受給資格期間） ○（入ります） ○（入ります） ×（入りません）

老　　齢
基礎年金

受給資格期間 ○（入ります） ○（入ります） ×（入りません）

年金額に計算 ○（されます） ×（されません） ×（されません）

　

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
納
付
が
困
難

な
方
が
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
平
成
23
年

度
の
申
請
は
、
４
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
23
年
度
に

20
歳
を
迎
え
る
方
は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
国
民
年
金
加
入
届
等
の
書
類
が

届
い
て
か
ら
、
そ
の
書
類
を
持
参
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金 

学
生
納
付
特
例
制
度

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います
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　平成23年４月１日から、基礎自治体としての機能を十分に発揮できる持続可能な組織体制の確立を目指
して、総務部、保健衛生部、都市建設部、各支所の再編を行います。

【再編のポイント】
　①行政課題を解決し重点事務事業を効果的に達成す
　　るための体制整備
　②市民に分かりやすく簡素化された組織の実現
　③合理的で効率的な組織の実現

市役所の組織機構が変わります！市役所の組織機構が変わります！

　これまで本所および支所で担当してきた道路管理の窓口や各種公共施設等の建設および維持管理の
業務を効率化するため、５課（本所３課支所２課）から本所３課に再編します。
【建設課】（新設）
 ●国県事業の調整・促進（事業調整Ｇ）
 ●建造物の修繕・改修・新設（営繕Ｇ）
 ●各地区の道路・橋梁の新設・改良、交通安全施設の整備（整備Ｇ）
【管理課】（新設）
 ●市道認定、道路・橋梁・河川の維持・管理（道路管理Ｇ）
 ●土地情報の管理（用地管理Ｇ）
 ●市営住宅・駅自由通路および駅前広場・都市公園等の
   施設の維持・管理（施設管理Ｇ）
【都市計画課】
 ●用途地域・道路等の都市計画の策定（計画Ｇ）
 ●開発行為の審査および許可（開発G）
 ●土地区画整理事業の推進、公園・街路等（駅前広場を
　 含む）の整備（施設Ｇ）

事業調整Ｇ建　設　課

管　理　課

都市計画課

営繕Ｇ
整備第１Ｇ（友部）
整備第２Ｇ（笠間）
整備第３Ｇ（岩間）

道路管理Ｇ
用地管理Ｇ
施設管理Ｇ

計画Ｇ
開発Ｇ
施設Ｇ

　国民健康保険の資格や給付と一体となった賦課および徴収事務を行うことで、被保険者の理解を得ながら国民健
康保険税の収納率を向上させ、負担の公平性を確保します。
【保険年金課】
 ●国民健康保険税の収税・徴収業務（国保税Ｇ）新設
【健康増進課】
 ●各種助成事業や各センターの維持管理
　 （総務管理Ｇ）新設
 ●保健および医療に係る企画業務、市立病院の改革
　 （健康企画Ｇ）新設
※保健予防等の各種保健サービスについては、これまで
　どおり、３保健センターで行います。

国保Ｇ保険年金課

健康増進課

市立病院

年金医療Ｇ
国保税Ｇ

総務管理Ｇ
健康企画Ｇ

健康予防Ｇ
健康支援Ｇ
健康予防Ｇ
健康予防Ｇ

友部保健センター

笠間保健センター
岩間保健センター

　総務部を５課１室から３課２室へ再編し、内部管理機能の効率化、市税をはじめとする市の収入の
確保を実現する組織体制の強化を図ります。
【総務課】
 ●庁舎等施設の維持管理、公用車の管理（管財Ｇ）新設
【税務課】
 ●市税の収納業務（収税Ｇ）新設
【納税等特別対策室】（新設）
 ●徴収業務の統括、滞納整理、滞納処分業務

総務Ｇ総　務　課

財　政　課

文書法制Ｇ
管財Ｇ

財政Ｇ

税制資産Ｇ
市民法人税Ｇ
収税Ｇ納税等特別対策室

契約検査室

税　務　課

都市建設部の再編

保健衛生部の再編

総務部の再編

※ 組織機構図の　　　　は、今回新設する課・室・グルー
プまたは組織上の位置づけが変わる部署です。
※組織機構図のＧはグループの略です。
※業務は、主なものを記載しています。
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【笠間市の権限移譲の状況】
　笠間市では、平成20年3月21日に「まちづくり特例市」の指定を受けて、自主的・総合的なまちづくりに積極的に取
り組んできました。さらに、環境や福祉、市民活動など市民の皆さんに身近なサービスについて、平成23年度からは、
まちづくり特例市制度の4分野28法令のほか、個別移譲事務の27法令を合わせた55法令の事務を笠間市の権限で行
うことになりました。
　これにより、県内のまちづくり特例市（21市）において、4分野すべての権限移譲を受ける市としては、日立市な
どに続き6番目、人口10万人未満では、本市が初めてとなります。
　これからも、より良い市民サービスを目指して、地域主権に取り組んでいきます。
※「まちづくり特例市」制度
　 人口5万人以上の市を対象に、市民サービスの向上を図るために「個性豊かなまちづくり分野」「住みよいくらしづくり分
野」「活力ある産業づくり分野」「快適な環境づくり分野」の4分野から包括的に権限を移譲する制度です。

【平成23年４月から受ける権限移譲事務の内容】
（１）まちづくり特例市制度
　■活力ある産業づくり分野

主な事務内容（根拠法令） 担当課
基盤施設計画の認定等　　（商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律） 商工観光課

　■快適な環境づくり分野
主な事務の内容（根拠法令） 担当課

地域の指定、規制基準の設定等　　（騒音規制法）

環境保全課

地域の指定、規制基準の設定等　　（悪臭防止法）
地域の指定、規制基準の設定等　　（振動規制法）
特定事業場への立入検査等　　（水質汚濁防止法）
汚染状況報告の受理、立入検査等　　（土壌汚染対策法）
特定事業場への立入検査等　　（大気汚染防止法）
特定事業場への立入検査等　　（ダイオキシン類対策特別措置法）
公害防止統括責任者選任等の届出の受理等　　（特定工場における公害防止組織の整備に関する法律）
特定施設の設置の届出の受理等　　（茨城県生活環境保全条例）

（２）既に茨城県から一部の市町村に権限を移譲し、事務を行っているもの
主な事務の内容（根拠法令） 担当課

湖沼特定事業場における汚水処理方法の改善命令等　　（湖沼水質保全特別措置法） 環境保全課特定施設に係る届出の受理等　　（茨城県霞ケ浦水質保全条例）
生活排水排出者に対する高度処理型浄化槽の設置命令　　（茨城県霞ケ浦水質保全条例） 下水道課

（３） 政府の地方分権改革推進委員会の第一次勧告や「他県の状況」等を踏まえ、新たに市町村への権限移譲を行うと
した事務

主な事務の内容（根拠法令） 担当課
特定非営利活動法人設立の認証等　　（特定非営利活動促進法） 市民活動課特定非営利活動法人の認定、特定非営利活動法人申請に係る国税庁長官への書類の提出　（租税特別措置法施行令）
県立自然公園区域における行為許可等　　（茨城県立自然公園条例）

環境保全課

環境保全地域における行為許可等　　（茨城県自然環境保全条例）
第一種指定化学物質の排出量等の届出の経由等
（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律）　　
廃棄物が地下にある土地の形状の変更に係る指定区域の指定等　　（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）
化製場等の設置許可等　　（化製場等に関する法律）
養護老人ホーム、特別養護老人ホームの設置認可等　　（老人福祉法） 高齢福祉課
戦傷病者への更生医療の給付等　　（戦傷病者特別援護法） 社会福祉課
事業協同組合等の設立認可等　　（中小企業等協同組合法） 商工観光課中小企業団体の設立認可等　　（中小企業団体の組織に関する法律）

問合せ先：行政経営課（内線558）
　　　　　※詳細については各課へお問い合わせください。
　　　　　　○商工観光課（内線516）　○環境保全課（内線124）　○市民活動課（内線134）
　　　　　　○高齢福祉課（内線174）　○社会福祉課（内線157）　○下水道課（0296－78－0851）

権限移譲による「より良い市民サービス」を目指して



協働のまちづくりを進めるために！協働のまちづくりを進めるために！ Vol.3
（3回シリーズ）
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　前回は、『協働の原則』『協働のかたち』について紹介しました。今回は最終回ということで、具体的
にどんなことをしていくのか紹介していきます。

“協働”するために、なにをするの？
　笠間市では、『協働のまちづくり』を推進するために、次のような取組みを行っていきます。

市民参加を推進します！
① 協働のまちづくりに関するPR
② 活動団体等に関する情報提供
③ 市民と行政の情報共有・情報交流
④ 市民活動支援のための講座・講習会の開催
⑤ まちづくり出前講座の開催

　広報かさま１月号から３回にわたり、『協働のまちづくり』について解説してきました。今後は、地
域ごとのワークショップの開催や、市民と行政の意見交換の場を設けることを予定しています。協働
のまちづくりを進めるために、より実践的に『協働のまちづくり』についてみなさんと考えていきます。

　「住みよいまち 訪れてよいまち 笠間」を目指して、市民の経験や能力を市政に生かし、市
民活動を活性化し、身近な市民同士のつながりを強め、市民が主体性を持って行政と共に
活動する協働のまちづくりを推進します。

“協働”することでなにをめざすの？
　笠間市では、次のような理念をもとに『協働のまちづくり』を推進していきます。（協働の基本理念）

活動拠点を整備・活用します！
① 活動拠点の整備
② 地域活動拠点の活用
③ 市民と行政を結ぶ中間支援組織の設置

市民の活動に対する支援を行います！
① まちづくり市民活動助成制度の拡充
② 地域集会所に対する整備補助金の充実
③ 活動に必要な貸出制度の充実
④ 保険制度の充実

ふるさとづくり活動の普及・支援を行います！
① アダプト制度（里親制度）の普及
　 アダプト制度（里親制度）とは…
　  　市民が道路や公園など、公共の場所に愛着
をもち、清掃・美化活動を進めていくこと。

② ふるさと納税制度の普及
　 ふるさと納税制度とは…
　  　都道府県・市区町村に寄附を行った場合、一
定の限度まで所得税と個人住民税から寄附金
控除をする制度。笠間市では寄附金を「元気か
さま応援基金に積み立て、「まちづくり支援」
「子ども支援」「芸術・文化支援」の３つの支援事
業に活用しています。

協働体制を構築します！
① 市民と行政による推進委員会の設置
② 「産学官民連携推進協議会（仮称）」設置
③ 全庁的な推進組織の設置



第７回クールシュヴェール
国際音楽アカデミー　かさまin
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期間　３月21日（月・祝）～３月30日（水）  主会場 茨城県教育研修センター（平町1410）  音楽監督　辰巳　明子

♪ＫＡＳＡＭＡ　クラシック・シリーズ
　アカデミーに講師として参加している世界トッ
プクラスの演奏家によるコンサートを開催します。

 ◆Concert Vol. １
 　ザハール・ブロン　ヴァイオリン・リサイタル
日　時 3月21日(月・祝)　19：00開演
場　所 笠間公民館　大ホール
曲　目 クライスラー名曲集：愛の喜び　ほか
料　金 大人1,500円　小中学生1,000円

 ◆Concert Vol. ２
 　青柳　晋　ピアノ・リサイタル
日　時 3月26日(土)　19：00開演
場　所 笠間公民館　大ホール
曲　目 リスト：愛の夢第3番　ほか
料　金 大人1,500円　小中学生1,000円

 ◆Concert Vol. ３
 　ヴァイオリン　スペシャル・コンサート
日　時 3月27日(日)　17：00開演
場　所 笠間公民館　大ホール
出　演 スヴェトリン・ルセヴ、成田達輝、寺内詩織
曲　目 ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ第３番 ほか
料　金 大人1,500円　小中学生1,000円

 ◆ミニ・コンサート【無料】

日　時 3月23日(水)　18：00開演
場　所 水戸プラザホテル
出　演 アルマ・オリテ（ゲスト受講生）

　アカデミーからクラシックの演奏をお届けしま
す。お気軽に優雅なひと時をお過ごしください。

日　時 3月26日(土)　15：00開演
場　所 友部公民館　3階　大ホール

出　演
寺沢希美（セミレッスン講師）
飛田和華（笠間市受講生）
美島佑哉（水戸市受講生）

 ◆ジュネス・コンサート

日　時 3月29日(火)　17：00開演
場　所 笠間公民館　大ホール
料　金 500円

　講師から選抜された受講生たちが演奏を披露し
ます。このなかから将来のトップアーティストが
生まれるかもしれません。お見逃しなく！

〔ピアノ伴奏：イリーナ・ヴィノグラードワ〕

♪公開レッスン（茨城県教育研修センター）
　迫力あるレッスンを、多くの方に間近でご覧い
ただくため、レッスンの一部を公開します。
公開期間：3月21日(月・祝)～3月30日(水)
時　　間：10：00～12：15　13：15～15：30
　　　　　16：00～18：15

レッスン数 大　人 小中学生
通し券 26レッスン 18,200円 10,900円
回数券 ５レッスン 4,000円 2,400円
１日券 ３レッスン 2,700円 1,600円

２レッスン 1,800円 1,000円
１回券 １レッスン 1,000円 600円
※聴講券は当日会場で販売します。前売りはありません。

♪街角ふれあいコンサート【無料】
　アカデミー開催期間中、多くの方々に身近に音
楽を楽しんでいただくため、市内外の音楽愛好家
によるコンサートを開催します。
①3月22日(火)　19：00開演
　友部公民館　1階ロビー
②3月23日(水)　19：00開演
　宍戸ヒルズカントリークラブ　クラブハウス
③3月24日(木)　19：00開演
　ホテル「山乃荘」ロビー
④3月25日(金)　19：00開演
　市民センターいわま　3階（岩間公民館）大会議室
⑤3月26日(土)　11：00開演
　笠間クラインガルテン
⑥3月27日(日)　11：00開演
　笠間ショッピングセンター「ポレポレ」
⑦3月28日(月)　19：00開演
　パークスガーデンプレイス　チャペル
※ 会場によっては、入場制限をする場合がありますので、
あらかじめご了承ください。

 チケット取扱い先
笠間公民館　℡0296-72-2100
友部公民館　℡0296-77-7533
岩間公民館　℡0299-45-2080
 取扱い時間
10：00～17：00（月曜日を除く）
 問合せ先
クールシュヴェール国際音楽アカデミー inかさま
実行委員会事務局（笠間市教育委員会生涯学習課）
℡0296-77-1101
http://www.city.kasama.lg.jp/musicalp/

チケット販売中

〔ピアノ伴奏：島 留美、河地 恵理子〕
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【
笠
間
市
へ
の
ご
意
見
・
ご
質
問
】

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意

見
・
ご
質
問
は
、
市
長
や
関
係
部
署

へ
報
告
す
る
と
と
も
に
市
政
運
営
の

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

匿
名
の
場
合
は
参
考
意
見
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
市
関
係
部
署
に
報
告

し
て
い
ま
す
。

非
常
に
不
快
で
す
。

【
回
答
▽
岩
間
支
所
地
域
総
務
課
】

　

こ
れ
ま
で
岩
間
支
所
を
ご
利
用
さ
れ

た
皆
様
方
に
不
快
感
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
玄
関

前
と
南
側
入
口
に
設
置
し
て
い
た
灰
皿

等
は
、
直
ち
に
撤
去
し
ま
し
た
。
喫
煙

す
る
来
庁
者
・
職
員
へ
は
周
知
徹
底
し

て
い
き
ま
す
。

　

会
議
室
を
使
用
で
き
る
施
設
は
あ
る
か
。

【
回
答
▽
各
公
民
館
】

　

笠
間
市
に
は
３
か
所
の
公
民
館
が
あ

り
、
各
公
民
館
の
会
議
室
は
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
目

的
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

• 

営
利
を
目
的
と
し
て
事
業
を
行
う
こ

と
（
物
を
売
買
す
る
行
為
等
）

•
政
治
に
関
す
る
こ
と（
条
件
に
よ
る
）

•
宗
教
に
関
す
る
こ
と

予
約
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

笠
間
公
民
館 

　
　

℡
０
２
９
６―

７
２―

２
１
０
０

　

友
部
公
民
館 

　
　

℡
０
２
９
６―

７
７―

７
５
３
３

　

岩
間
公
民
館 

　
　

℡
０
２
９
９―

４
５―

２
０
８
０

①
支
所
で
申
請
で
き
ま
す
か
。

②
窓
口
延
長
の
日
も
申
請
で
き
ま
す
か
。

③
有
効
期
限
当
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば

戸
籍
謄
本
は
不
要
で
す
か
。

【
回
答
▽
市
民
課
】

①
申
請
は
本
所
の
み
で
す
。

② 

で
き
ま
せ
ん
。
申
請
時
間
は
、
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分
ま

で
で
す
。

③ 

本
籍
・
氏
名
な
ど
パ
ス
ポ
ー
ト
の
内

容
に
変
更
が
な
く
、
申
請
時
に
パ
ス

ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
内
で
あ
れ
ば
戸

籍
抄
本
等
（
20
歳
未
満
の
方
は
戸
籍

謄
本
、20
歳
以
上
の
方
は
戸
籍
抄
本
）

を
省
略
で
き
ま
す
。

　

求
人
情
報
一
覧
を
支
所
に
も
置
い
て

欲
し
い
。

【
回
答
▽
商
工
観
光
課
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
誌
を
次

の
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

本　
　

所
： 

総
合
案
内
隣
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
コ
ー
ナ
ー
、
社
会
福
祉

課
カ
ウ
ン
タ
ー

笠
間
支
所
： 

玄
関
右
側
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

コ
ー
ナ
ー

 

岩
間
支
所
：
市
民
窓
口
課
カ
ウ
ン
タ
ー

　

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
の
喫
煙
ス

ペ
ー
ス
は
、
喫
煙
者
が
い
る
時
に
出
入

り
す
る
と
、
副
流
煙
を
吸
う
形
と
な
り

　

市
役
所
本
所
、各
支
所
に
設
置
し
て
い
る「
市
民
ご
意
見
箱
」や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
、

昨
年
４
月
か
ら
今
年
の
２
月
ま
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
質

問
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
ご
意
見
・
ご
質
問
の
あ
っ
た
日
付
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

  

会
議
室
の
利
用
に
つ
い
て

  

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に
つ
い
て

  

求
人
情
報
一
覧
に
つ
い
て

  

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
の
喫
煙
所
に
つ
い
て

市
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
【
広
聴
】

【平成22年度広聴件数】
区分 要望 苦情 お礼 問合せ 意見 その他 月計 合計

４月
ご 意 見 箱 2 1 ― ― ― ― 3

35
電子メール 6 2 ― 23 1 ― 32

５月
ご 意 見 箱 1 ― ― ― ― ― １

25
電子メール 5 1 1 16 1 ― 24

６月
ご 意 見 箱 3 ― ― ― 2 ― 5

22
電子メール 2 ― ― 12 3 ― 17

７月
ご 意 見 箱 1 2 ― ― ― ― 3

24
電子メール 5 ― 1 14 1 ― 21

８月
ご 意 見 箱 5 ― ― 1 1 1 8

34
電子メール 3 2 3 15 3 ― 26

９月
ご 意 見 箱 3 1 ― ― ― ― 4

31
電子メール 5 1 ― 13 3 5 27

10月
ご 意 見 箱 1 1 ― ― ― 1 3

24
電子メール 6 ― 1 8 3 3 21

11月
ご 意 見 箱 1 2 ― ― 5 ― 8

25
電子メール 3 4 ― 8 ― 2 17

12月
ご 意 見 箱 ― 1 1 ― ― ― 2

21
電子メール 3 1 ― 12 2 1 19

１月
ご 意 見 箱 3 1 2 1 4 ― 11

30
電子メール 5 1 1 9 2 1 19

２月
ご 意 見 箱 ― 1 ― ― 2 1 4

27
電子メール 1 3 1 14 3 1 23



●往 療 可
●急患受付
●通院送迎実施中（無料）

　４月から、子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用の助成を開始します。
なお、接種対象者となっている方には、個別に通知しますので内容をご確認の上、接種してください。
◆接種対象者

種　類 接種対象者（平成23年度該当年齢）
子宮頸がん予防ワクチン 中学１年生～高校１年生の女子（H７. ４. ２～ H11. ４. １生）
ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン 生後２か月～５歳未満
※23年度接種対象期間（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
※ 24年度は対象年齢が変わりますので、ご注意ください。24年度は、子宮頸がんワクチンは、中学1年生～3年生、
ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンは、０歳～２歳となります。
◆接種者自己負担

種　類 接種料金 市助成額 自己負担額（１回当たり）
子宮頸がん予防ワクチン １５, ９３９円 １４, ３３９円 １, ６００円
ヒブワクチン ８, ８５２円 ７, ９５２円 ９００円
小児用肺炎球菌ワクチン １１, ２６７円 １０, ０６７円 １, ２００円
※ 低所得者（生活保護世帯および市民非課税世帯）については、市が全額助成します。いったん、医療機関に接種
料金を全額支払い、後日払い戻しの手続きをしてください。（詳しくは、個別通知によりご確認ください）
◆接種回数

種　類 接種回数（接種開始の月齢により接種回数が異なります）

子宮頸がん予防ワクチン
３回接種
・２回目は、１回目から１か月後
・３回目は、１回目から６か月後

ヒブワクチン

①接種開始が生後２か月～７か月未満の場合：４回接種
　４～８週間間隔で3回、3回目の接種からおおむね1年後に1回追加　　 
②接種開始が生後７か月～12か月未満の場合：３回接種
　４～８週間間隔で２回、２回目の接種からおおむね1年後に1回追加
③接種開始が１歳以上５歳未満の場合：１回接種

小児用肺炎球菌ワクチン

①接種開始が生後２か月～７か月未満の場合：４回接種
　４～８週間間隔で3回、3回目の接種から60日以上の間隔に1回追加
②接種開始が生後７か月～12か月未満の場合：３回接種
　４～８週間間隔で２回、２回目の接種から60日以上の間隔に1回追加
③接種開始が１歳以上２歳未満の場合：２回接種（60日以上の間隔）
④接種開始が２歳以上５歳未満の場合：１回接種

◆実施医療機関
　市内医療機関で実施しますが、医療機関により接種できる予防接種が異なりますので、事前に確認し、予約し
てください。
【問合せ】
　友部保健センター　℡0296－77－9145　　　　　笠間保健センター　℡0296－72－7711
　岩間保健センター　℡0299－45－7888
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身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
養

育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
し
ま

す
。

対
象
者
▼

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
．
２
．

３
級
）
お
よ
び
４
級
（
下
肢
障

害
）
ま
た
は
療
育
手
帳
Ⓐ
、Ａ
、

Ｂ
程
度
の
方
お
よ
び
同
程
度
の

精
神
障
害
の
あ
る
方

手
当
額
▼

　

１
人
当
た
り
月
額

　

１
級
（
重
度
）

　
　

変
更
前　

５
０
，７
５
０
円

　
　

変
更
後　

５
０
，５
５
０
円

　

２
級
（
中
度
）

　
　

変
更
前　

３
３
，８
０
０
円

　
　

変
更
後　

３
３
，６
７
０
円

支
給
方
法
▼

　

 

年
３
回
（
４
月
期
・
８
月
期
・

12
月
期
）
指
定
銀
行
口
座
に
振

込
と
な
り
ま
す
。

支
給
制
限
▼

　

 

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
や
児
童
が
障
害
に
よ
る
公

的
年
金
を
受
け
た
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
▼

　

 

認
定
請
求
書
、
手
帳
、
印
鑑
、

住
民
票
（
世
帯
全
員
）、
戸
籍

謄
本
、
診
断
書

　

身
体
ま
た
は
精
神
の
障
害
に
よ

り
重
度
ま
た
は
重
複
し
て
い
る
な

ど
の
た
め
日
常
生
活
に
お
い
て
常

に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
以
上
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
▼

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
療
育

手
帳
Ⓐ
程
度
の
方

手
当
額
▼

　

月
額 

変
更
前
２
６
，４
４
０
円

　
　
　

 

変
更
後
２
６
，３
４
０
円

支
給
方
法
▼

　

 

年
４
回
（
２
月
・
５
月
・
８
月
・

11
月
）
指
定
銀
行
口
座
に
振
込

と
な
り
ま
す
。

支
給
制
限
▼

　

 

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
、
福
祉
施
設
等
へ
入
所
し

て
い
る
場
合
、
病
院
等
に
３
か

月
を
越
え
て
入
院
し
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
▼

　

 

手
帳
、
印
鑑
、
住
民
票
（
世
帯

全
員
）、
診
断
書
（
特
別
障
害

者
手
当
用
）

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
い
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳

未
満
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
▼

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
療
育

手
帳
Ⓐ
程
度
の
方

手
当
額
▼

　

月
額 

変
更
前
１
４
，３
８
０
円

　
　
　

 

変
更
後
１
４
，３
３
０
円

＊
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）　

　

月
額 

変
更
前
１
４
，３
８
０
円

　
　
　

 

変
更
後
１
４
，３
３
０
円

支
給
方
法
▼

　

 

年
４
回
（
２
月
・
５
月
・
８
月
・

11
月
）
指
定
銀
行
口
座
に
振
込

と
な
り
ま
す
。

支
給
制
限
▼

　

 

保
護
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
や
障
害
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
で
き

る
場
合
、
福
祉
施
設
等
へ
入
所

し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

手
続
き
▼

　

 

手
帳
、
印
鑑
、
診
断
書
、
住
民

票
（
世
帯
全
員
）

　

笠
間
市
に
居
住
す
る
20
歳
未
満

の
心
身
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
児

童
と
同
居
・
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
し
ま
す
。

手
当
額
▼

　

 

月
額　

３
，０
０
０
円
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ⓐ
・
Ａ
）　

　

 

月
額　

１
，５
０
０
円
（
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
、
療
育
手
帳
Ｂ
）

支
給
方
法
▼

　

 

年
２
回
（
３
月
・
９
月
）
指
定

銀
行
口
座
に
振
込
と
な
り
ま
す
。

支
給
制
限
▼

　

 

障
害
児
福
祉
手
当
を
受
け
て
い

る
場
合
、
福
祉
施
設
等
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

手
続
き
▼

　

手
帳
、
印
鑑
、
児
童
状
況
書

　

難
病
疾
患
の
方
の
心
身
の
安
定

の
た
め
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
▼

　

 

笠
間
市
に
住
所
が
あ
り
、
医
師

が
難
病
と
診
断
し
た
方
、
ま
た

は
保
健
所
に
難
病
患
者
登
録
を

し
て
い
る
方
（
一
部
病
名
を
除

く
た
め
、
詳
し
く
は
社
会
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

手
当
額
▼

　

月
額　

３
，０
０
０
円

支
給
方
法
▼

　

 

年
２
回
（
３
月
・
９
月
）
指
定

銀
行
口
座
に
振
込
と
な
り
ま

す
。

手
続
き
▼

　

 

手
帳
、
医
師
の
診
断
書
ま
た
は

一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の
写
し

　

障
害
児
（
者
）
の
将
来
に
対
し
、

保
護
者
の
抱
く
不
安
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
保
護
者
が

毎
月
掛
金
を
納
入
し
て
、
保
護
者

に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に

残
さ
れ
た
障
害
児
（
者
）
に
終
身

一
定
額
の
年
金
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

対
象
者
▼

　

 
１
〜
３
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
所
持
す

る
障
害
者（
児
）の
保
護
者（
父

母
、
配
偶
者
、
兄
弟
、
姉
妹
、

祖
父
母
、
そ
の
他
の
親
族
等
）

で
県
内
に
住
所
が
あ
り
特
別
の

病
気
や
障
害
を
持
た
な
い
４
月

１
日
現
在
65
歳
未
満
の
方
（
精

神
、
難
病
含
む
）

掛
金
▼

　

 

保
護
者
の
加
入
時
の
年
齢
に
よ

り
９
，３
０
０
円
〜
２
３
，３
０

０
円
ま
で
７
段
階
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

年
金
▼

　

○
１
口
加
入
の
方

　
　

月
額
２
０
，０
０
０
円

　

○
２
口
加
入
の
方

　
　

月
額
４
０
，０
０
０
円

　

 

ま
た
、
障
害
児
（
者
）
が
死
亡

し
た
場
合
は
、
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

手
続
き
▼

　

 

加
入
等
申
込
書
､
住
民
票
（
世

帯
全
員
）、
申
込
者
告
知
書
、

障
害
の
種
類
・
程
度
を
証
明
す

る
書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
等
）、
年
金
管
理
者

指
定
届
書
（
障
害
の
あ
る
方
が

年
金
を
管
理
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
）、
印
鑑

※ 

手
当
は
、
申
請
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
新
た
に
該
当
さ

れ
る
方
は
、
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
請
先
】

　

社
会
福
祉
課

　
　
（
内
線
１
５
５
・
１
５
６
）

　

笠
間
支
所
福
祉
課

　
　
（
内
線
７
２
１
６
１
）　

　

岩
間
支
所
福
祉
課

　
　
（
内
線
７
３
１
７
１
）

 

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

 

◆
特
別
障
害
者
手
当

 

◆
障
害
児
福
祉
手
当

 

◆
笠
間
市
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

 

◆
難
病
患
者
見
舞
金

 

◆
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
く
た
め
、
経
済
的

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
に
次
の
よ
う
な
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　

法
令
改
正
に
よ
り
平
成
23
年
４
月
分
か
ら
手
当
支
給
金
額
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
す
。

障
害
関
係
各
種
手
当
に
つ
い
て

障
害
関
係
各
種
手
当
に
つ
い
て
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史上最長のいなり寿司を慎重な手つきで持ち上げます

　１月 29日、笠間公民館で「かさま環境フォー
ラム 2011」が、地球環境の保全と豊かな自然環
境を次世代へ継承していくことを目的に開催さ
れ、多くの市民が参加しました。
　「未来のために今できること」をテーマに、箱
田小学校・関東セキスイハイム工業（株）・ビオ
トープ天神の里を作る会による事例発表や「地
球と環境と私」と題する宮崎緑さん（千葉商科
大学政策情報学部学部長）の講演が行われ、参
加した人々は環境への認識を深めていました。
　

新記録を達成！史上最長の
そばいなり寿司巻き
　２月６日、笠間稲荷神社の参道で「笠間初午
いなり寿司まつり」が開催され、親子連れなど
約 200 名が参加し、史上最長のそばいなり寿司
巻きに挑戦しました。
　長ーいテーブルに油揚げ、常陸秋そば、卵、
舞茸、きゅうりなど笠間産の食材を並べて巻く
と、合図でいっせいに持ち上げ、５秒数えました。
　記録は昨年を２メートル余り上回る 64.6 メー
トル。見事新記録を達成した参加者の皆さんは、
20センチほどに切り分けられた寿司を今年の恵
方の南南東に向かってほおばりました。

　農村環境の保全活動に取り組んでいる団体等
をたたえる茨城県美しい水土里づくり優良活動
表彰式が２月１日水戸市で行われ、原宿の環境
をよくする会（南友部・田中昭会長）が最優秀賞
（茨城県知事賞）を受賞しました。同会は、平成
20年に結成され、地域の環境団体と農業者が一
体となって遊休農地の解消、維持管理、雑草対
策やビオトープづくりなどの生態系保護活動に
積極的に取り組んでいます。

茨城県美しい水
み

土
ど

里
り

づくり
優良活動表彰で最優秀賞を受賞

かさま環境フォーラム2011

箱田小の児童による取組発表の様子

　１月 28 日、友部小学校（野村享
たか

久
ひさ

校長）で
給食に使われる野菜等を生産している友部地区
の方９名を迎え、学校給食試食会が行われまし
た。この催しは、会食を通して児童たちが学校
給食への理解や地場産物への関心を高められる
ように、学校給食週間の一環として実施された
ものです。児童は２年生と４年生の各教室まで、
生産者の方々を一人ひとり案内し話を聞いた後、
一緒に給食を食べながら、楽しいひと時を過ご
しました。

生産者の方々を
学校給食試食会に招待

子どもたちと一緒においしい給食を食べる生産者

左から大平敏正さん、田中昭さん、山口市長
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農林水産大臣表彰
(2010年世界農林業センサス功績者表彰)
　打越　利治　　小林　和夫
茨城県知事表彰
　浦井　晃一　　磯　澄
　友部　進　　　山田　陽子
茨城県統計協会総裁表彰
　小磯　稔　　　青木　茂太
　菅井　久雄　　飯田　満雄
　石﨑　勝
経済産業省調査統計部長感謝状
　皆藤　純子

［茨城県統計グラフコンクール入選者］
茨城県統計協会総裁賞
　友部二小　 塩田　翔悟　　添田　龍樹
　　　　　　 畑岡　直樹
茨城県統計協会会長賞
　佐城小　 植松　美早
　南　中　 長谷川　大樹

～心のバリアフリーを目指して～
　『みんなの音楽祭』が開催される
　１月 22 日、笠間公民館大ホールにおいて市主催に
よる「第５回みんなの音楽祭」がボランティア等の協
力をいただき開催されました。この音楽祭は、市内５
つの障害者（児）施設をはじめ、身体障害者福祉協会、
手をつなぐ育成会、ボランティア演奏グループのトワ
イライト、ローサスさんが一堂に会し、障害のある人
もない人も一緒に音楽を楽しみ、音楽の力で心のバリ
アフリーを目指すために開催されているものです。
　合唱、合奏、ダンス等バリエーション豊かな発表
が繰り広げら
れ、ステージと
客席が一体と
なって楽しみ、
次回も笑顔で
会えるよう約
束しました。

平成２２年度統計功労者
表彰受賞者を紹介します

　２月５～６日、ポレポレのセントラルコートで笠間
こどもいけばな教室実行委員会（代表 畑岡澄子さん）
主催の「こどもいけばな教室作品展」が開催されました。
　この催しは年10回シリーズで開催された最終回で、
夏休みに児童たちが手づくり
した笠間焼の花器に色とりど
りの花を生けて展示しました。
　参加した児童は「緊張した
けど、きれいにできてよかっ
た」と話してくれました。

日本の伝統文化「生け花」を子どもたちへ
こどもいけばな教室が開催されました 

フラダンス発表の様子

　１月 23日、認知症標語の表彰が行われま
した。認知症を地域で理解し、支えることを
目的に、笠間市が行ったもので、中学校の協
力のもと、５名の方の標語が選ばれました。
認知症は脳の病気であると思われるところ
を、心からも見た田守德行さん（稲田）の作
品が最優秀賞となりました。
　当日は、村木敏明さん（茨城県立医療大学
作業療法学科教授）の講演会「認知症と共に
生きる」も行われ、認知症にならないための
生活等を分かりやすく講演いただき、270名
の参加者が認知症に対する理解を深めました。

最優秀賞　田守　德行
　「認知症　頭の中で忘れても

心の中で覚えてる」
優秀賞　吉田　陸
　「認知症　支える家族と　地域の輪」
佳　作　鈴木　駿汰
　「友達と家族と仲間とコミュニケーション

たのしく予防　認知症」
佳　作　佐藤　侑
　「認知症は　家族で　地域で　みんなの手」
佳　作　仙波　愛
　「仲間と一緒に趣味活動

みんなでふせごう　認知症」

認知症標語　優秀作を表彰

先生方から生け花の技術を学びました

（敬省略）

（敬省略）
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H22年1月
オープン！！畳工房ニタイラ

見 積 り 無 料・畳表替え
・襖張替え
・障子張替え（大）
・アミ戸張替え（大）

3,900円～
2,800円～
1,780円～
2,100円～

････････
････････ すべて国産品！！

変わった表も多数
取り揃えております。

すべて国産品！！
変わった表も多数
取り揃えております。

創業300年の歴史ある
畳屋で修業してきました
創業300年の歴史ある
畳屋で修業してきました

古ゴザ

全
品

お気軽にご連絡下さい。
「無料」

10%OFF10%OFF

国際交流サロン

笠間市消防団協力事業所表示制度を開始しました笠間市消防団協力事業所表示制度を開始しました
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　３月の「世界のランキング　１・２・３」は経済成
長率（比較年度2009年）ランキングです。さあ、
世界のことを知って交流を始めましょう。

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡ 090-2761-8711（木村 美枝子）

「世界のランキング　１・２・３」
経済成長率ランキング     

１位　アフガニスタン　　　　　　(22.55％)
２位　東ティモール　　　　　　　(11.61％)
３位　エチオピア　　　　　　　　  (9.95％)

４月の国際交流情報
☆日本語教室の受講生交流会
　4月2日(土)
　【友部公民館　午前10時～11時30分】
　先輩の受講生と新入生との交流会
☆日本語教室（友部公民館　午前10時～）
　4月2日（土）、9日（土）、16日（土）

日本語教室の受講生募集
　日本語教室の受講生を募集しています。日本
語を母国語としない外国人のための会話と読み
書きの教室です。講師は、大学や高校の教職経
験者や、日本での生活をアドバイスできるボラン
ティア指導員の6名です。笠間市国際交流協会で
受講料を全額補助します。教材は個人購入、ま
たは協会のテキストをお貸しします。

参考： 日本は162位 (－5.22%）
　　　中国は5位（9.10％）
※ 経済成長率とは、一国の経済規模が１年間にどれだけ
増加したかを示す割合です。

エチオピア大使公式訪問

　市では、３月１日から従業員が消防団員として相当数入団しているなど、消防団活動に積極的に協力してい
る事業所を消防団協力事業所に認定し、表示証を交付する制度を開始しました。
　この制度は、事業所が消防団協力事業所表示証を掲示することで、当該事業所の社会的貢献を広く社会にア
ピールしていただくとともに、消防団活動等への理解を深めていただくことを目的としています。この表示証
は事業所の見やすい場所に掲示することができ、事業所の印刷物やホームページに掲載することも可能です。
　次の認定基準に該当する事業所は、ぜひ、申請してください。
◆認定基準　
　事業所またはその他の団体で次のいずれかに該当する場合
①従業員が消防団員として、相当数入団している
②従業員の消防団活動について積極的に配慮している
③災害時等に事業所の資機材等を消防団に提供するなど協力をしている
④ その他消防団活動に協力することにより、地域の消防防災体制の充実強化に寄与してい
るなど、市長が特に優良と認める場合
◆申請方法　消防本部総務課または各消防署（笠間・友部・岩間）に申請書を提出してください。
　【問合せ】消防本部総務課　℡0296－73－0119 消防団協力事業所表示証
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日付 行　　事

1 金
あたご山桜まつり（5月１日まで）愛宕山
　（笠間観光協会 ☎ 0296-72-9222）

2 土

3 日 日曜窓口サービス【市役所本所】8：30～12：00

4 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

5 火 窓口延長サービス【岩間支所】17：30～19：30

6 水 窓口延長サービス【市役所本所】17：30～19：30

7 木 窓口延長サービス【笠間支所】17：30～19：30

8 金

9 土
北山公園桜まつり（16日まで）北山公園
　（笠間観光協会 ☎ 0296-72-9222）

10 日
日曜窓口サービス【市役所本所】8：30～12：00
普通救命講習会 9：00～12：00　友部公民館 消本
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場

11 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

12 火 窓口延長サービス【岩間支所】17：30～19：30

13 水 窓口延長サービス【市役所本所】17：30～19：30

14 木 窓口延長サービス【笠間支所】17：30～19：30

15 金

16 土 第40回笠間つつじまつり（5月8日まで）8：00～18：00
　笠間つつじ公園（笠間観光協会 ☎ 0296-72-9222）

※平日夜間19:00～22:00
（祝日を除く）は笠間市
立病院で初期救急診療
を行っています。

※当番医は変更になる場
合がありますので、確
認の上、診療を受けて
ください。

4月の休日救急診療当番（9：00～17：00）4月の休日救急診療当番（9：00～17：00）
日付 曜日 病院名 電話番号

毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

29 金 笠間耳鼻咽喉科 0296-73-0111

※岩間子育て支援センターは、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま10：00～16：00）。祝日は休み。
※笠間子育て支援センターは、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10：00～16：00）。祝日は休み。
※各保健センターで実施する、検診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

日付 行　　事

17 日 日曜窓口サービス【市役所本所】8：30～12：00
笠間いきいき市場　笠間市みどりの広場

18 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

19 火 窓口延長サービス【岩間支所】17：30～19：30

20 水
窓口延長サービス【市役所本所】17：30～19：30
夢いっぱいクラブ ともべ保 9：30～11：30
特設無料人権相談所
　笠間支所1階相談室 法務 10：00～15：00

21 木
窓口延長サービス【笠間支所】17：30～19：30
子育てサロン 9：00～11：30みなみ公民館
　（更生保護女性会 甲斐邦子 ☎ 0296-72-1477）

22 金
23 土
24 日 日曜窓口サービス【市役所本所】8：30～12：00

25 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

26 火 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日
窓口延長サービス【岩間支所】17：30～19：30

27 水
窓口延長サービス【市役所本所】17：30～19：30
行政相談 友公 14：00～16：00（秘書課 内線 227）
夢いっぱいクラブ ともべ保 9：30～11：30

28 木 窓口延長サービス【笠間支所】17：30～19：30

29 金
昭和の日
笠間の陶炎祭（ひまつり）（5月5日まで）9：00～17：00
　笠間芸術の森公園（笠間焼協同組合 ☎ 0296-73-0058）

30 土

テレフォンサービス　（☎0296-77-9711）テレフォンサービス　（☎0296-77-9711）
3月11日～20日　宍戸支部だよりから「訪ねてみたら」
3月21日～31日　笠間の民話「片庭のふしぎな話」
4月  1日～10日　福祉作文「少しの勇気で」

0296-77-6105

0296-77-5110

0296-72-2100

0296-77-7533

0299-45-2080

0296-72-7711

0296-77-9145

0299-45-7888

0299-37-6611

0296-77-1101

029-227-9919

0296-73-0119

電 話 番 号 一 覧
ともべ保 ともべ保育所

はいこいの家はなさか

笠公笠間公民館

友公友部公民館

岩公岩間公民館

笠保笠間保健センター

友保友部保健センター

岩保岩間保健センター

市セ市民センターいわま

法務水戸地方法務局

消本笠間市消防本部
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市
長
コ
ラ
ム

市
長
コ
ラ
ム

役
所
と
市
民
の
役
割

　

役
所
は
「
役
に
立
つ
所
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
。

　

市
役
所
に
は
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
ご
要
望
が
、
窓
口
を
は
じ
め

メ
ー
ル
や
手
紙
、
電
話
等
で
寄
せ
ら

れ
ま
す
。「
な
る
ほ
ど
」「
ご
も
っ
と
も
」

と
思
う
ご
意
見
も
多
い
で
す
。
し
か

し
反
面
、「
役
所
が
対
応
す
る
事
柄

な
の
か
？
」
と
疑
問
に
思
う
事
例
も

あ
り
ま
す
。
役
所
は
、
市
民
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
相
談
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、「
何
で

も
す
る
所
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
市

民
の
方
々
に
も
自
己
責
任
が
伴
う
よ

う
な
事
案
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
責

任
と
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日

常
生
活
の
上
で
支
援
が
必
要
な
方

は
、
保
障
制
度
を
有
効
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
の
役
割（
公

助
）、
市
民
の
役
割
（
自
助
）、
協
働

の
役
割
（
共
助
）
の
意
識
を
持
ち
、

一
緒
に
な
っ
て
行
政
に
参
加
を
し
て

い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
事

業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
６
月

か
ら
市
民
参
加
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
対
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

社
会
実
験
を
行
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
市
が
主
催
す
る
事
業
等
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た

方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
点
数
に

よ
っ
て
記
念
品
や
利
用
券
、
地
域
貢

献
事
業
に
交
換
で
き
る
制
度
で
あ
り

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

と
市
民
と
の
協
働
事
業
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
役
所
の
指
示
で
動
い
て
い
る
」
か

ら
、
自
分
し
か
で
き
な
い
分
か
ら
な

い
こ
と
を
行
う
こ
と
で
「
共
に
助
け

あ
う
」
思
い
を
共
有
し
た
い
と
願
い

ま
す
。

岩間駅起工式（2/2）

「第57回文化財防火デー」「第57回文化財防火デー」
　1月 26 日（水）「第 57 回文化財防火デー」
にともなう防災訓練が笠間稲荷神社で行われま
した。拝殿でおきた火災を想定し、避難訓練お
よび笠間消防署・地元消防団・自衛消防隊によ
る一斉放水が実施されました。「文化財防火デー」
は、昭和 24 年 1月 26日に法隆寺金堂壁画が
焼損したことを受け、文化財の保護と文化財愛
護の意識を高めることを目的に定められました。
それにともない、笠間市では、毎年市内にある
文化財の消防設備点検および防災訓練等を行っ
ています。文化財を災害から守るためには、日
頃の防災体制や地域住民との連携、文化財を大
事にしようとす
る気持ちが必要
です。「文化財防
火デー」を通し
て、文化財とい
う貴重な財産を
みんなで守って
いく意識を高め
ていきましょう。

国指定重要文化財（仏像）がご開帳されます国指定重要文化財（仏像）がご開帳されます
　茨城県内には国指定重要文化財の仏像が14躯
あります。そのうち笠間市には 4躯あり、県内
では最多の保有となっております。これらの仏
像はいずれも鎌倉期以前の製作
で、3躯は初代笠間城主笠間時
朝により寄進されたものです。
この貴重な仏像が来る4月 8日
「花祭り」（釈迦の誕生日を祝う
祭り）の日に一斉にご開帳され
ます。皆さんもぜひこの機会に、
市民の共有財産でもある仏像を
拝観されてはいかがですか。 木造弥勒仏立像

【開帳詳細】
名称（所有者） 所　在 開帳時間

木造薬師如来坐像
（岩谷寺） 来栖2696 午前8時30分

～午後5時30分
木造薬師如来立像
（岩谷寺） 来栖2696 午前8時30分

～午後5時30分
木造千手観音立像
（楞厳寺） 片庭775 午前8時30分

～午後5時30分
木造弥勒仏立像
（弥勒教会） 石寺429 午前8時30分

～午後4時
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今
回
は
、
昭
和
10
年
創
業
、
東
京

都
葛
飾
区
に
本
社
を
置
く
橋
本
精
密

工
業
㈱
を
紹
介
し
ま
す
。
安
居
地
区

に
あ
る
茨
城
工
場
で
、
橋
本
靖
久
専

務
取
締
役
と
井
上
茂
技
術
営
業
統
括

部
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

―

こ
ち
ら
の
工
場
で
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
を
作
っ
て
い
る
の
で
す

か
？

橋
本
専
務
：「
精
密
機
械
に
使
わ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
部
品
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

は
、
携
帯
電
話
の
中
で
ブ
ル
ブ
ル
震

え
て
着
信
を
知
ら
せ
る
振
動
モ
ー

タ
ー
と
い
う
部
品
に
、
当
社
の
製
品

が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。」

　

―

ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
な
ん
で

す
か
？

井
上
部
長
：「
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い（
写
真
①
）。拡
大
鏡
で
見
る
と
、

２
〜
３
ミ
リ
の
製
品
の
中
に
、
２
種

類
の
金
属
片
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

る
の
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
（
写
真

②
）。
こ
れ
ら
の
製
品
は
す
べ
て
プ

レ
ス
加
工
で
作
る
の
で
す
が
、
例
え

ば
厚
さ
０
．０
３
ミ
リ
の
金
属
を
プ

レ
ス
す
る
に
は
、
そ
の
10
分
の
１
、

つ
ま
り
０
．０
０
３
ミ
リ
の
す
き
間

を
空
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
髪

の
毛
の
太
さ
の
約
20
分
の
１
の
精
度

が
要
求
さ
れ
る
の
で
す
。」

　

―

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

橋
本
専
務
：「
当
社
は
自
社
内
で
金

型
も
製
造
し
て
い
る
の
で
、
お
客
様

か
ら
『
こ
ん
な
製
品
が
欲
し
い
』
と

い
う
要
望
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
試
作

品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
商
品

の
サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
り
、
携
帯
電

話
や
家
電
製
品
に
至
っ
て
は
半
年
お

き
に
新
商
品
が
出
る
時
代
で
す
か

ら
、
当
社
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ

は
大
き
な
武
器
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
、『
走
り
な
が
ら
考
え
る
』
と

い
う
姿
勢
で
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。」

「
橋
本
精
密
工
業
㈱ 

茨
城
工
場
」

所
在
地
：
笠
間
市
安
居
３
１
２
２

従
業
員
数
：
55
人

※
文
責
▽
笠
間
市
役
所
企
業
誘
致
推

進
室
（
内
線
２
２
８
）

笠間のがんばる企業紹介㉛笠間のがんばる企業紹介㉛
　市内で活躍する企業を支援するために結成された「笠間市がん
ばる企業応援連絡会」。このコーナーでは、連絡会に加入してい
る企業の皆さんを紹介します。

橋
本
精
密
工
業
㈱ 

茨
城
工
場

　

禁
煙
の
取
り
組
み
は
世
界
的
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
２
０
０

３
（
平
成
15
年
）
年
に
「
健
康
増
進

法
」
が
施
行
さ
れ
、
大
人
数
が
利
用

す
る
施
設
に
対
し
て
受
動
喫
煙
防
止

対
策
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
最

近
で
は
、駅
の
ホ
ー
ム
や
タ
ク
シ
ー
、

職
場
な
ど
で
の
禁
煙
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

タ
バ
コ
の
害
と
は
？

　

タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物

質
は
ニ
コ
チ
ン
・
タ
ー
ル
・
一
酸
化

炭
素
を
は
じ
め
、
２
０
０
種
類
を
超

え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
物
質
は
、
血
管
の
収
縮
や
血
圧
の

上
昇
、動
脈
硬
化
な
ど
を
も
た
ら
し
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
循
環
器

疾
患
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
、肺
が
ん
、胃
潰
瘍
、歯
周
病
、

肌
の
老
化
、
低
出
生
体
重
児
の
出
産

な
ど
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
吸
っ
て
し
ま
う
の
か
？

　

タ
バ
コ
を
吸
う
と
、
ニ
コ
チ
ン
が

体
内
に
取
り
込
ま
れ
脳
を
刺
激
し
、

一
瞬
満
た
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
30
分
か
ら
１
時
間
で

ニ
コ
チ
ン
は
切
れ
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て

き
て
ま
た
タ
バ
コ
が
欲
し
く
な
り
ま

す
。
吸
っ
て
し
ま
う
の
は
決
し
て
意

志
が
弱
い
か
ら
で
は
な
く
、
身
体
が

ニ
コ
チ
ン
に
「
依
存
」
し
て
い
る
か

ら
な
の
で
す
。
こ
の
イ
ラ
イ
ラ
に
対

応
す
る
こ
と
が
、
禁
煙
を
成
功
さ
せ

る
カ
ギ
で
す
。

さ
あ
、禁
煙
だ
！

　
―

イ
ラ
イ
ラ
へ
の
対
応
法―

・ 
水
や
お
茶
、シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
の
飴
・

ガ
ム
な
ど
、
低
カ
ロ
リ
ー
食
品
を

携
帯
し
て
お
く
。

・ 

深
呼
吸
や
散
歩
な
ど
、
身
体
を
動

か
す
。

・ 

市
販
の
禁
煙
補
助
剤
（
ニ
コ
チ
ン

ガ
ム
・
パ
ッ
チ
）
を
使
用
す
る
。

禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト

・ 

動
脈
硬
化
や
循
環
器
疾
患
、
肺
が

ん
な
ど
に
か
か
る
可
能
性
が
グ
ン

と
減
る
。

・
食
べ
物
が
お
い
し
く
な
る
。

・
咳
や
た
ん
が
な
く
な
る
。

・ 

血
行
が
良
く
な
り
、
肌
に
ツ
ヤ
が

出
る
。

・
経
済
的

あ
な
た
の
健
康
の
た
め
に
、
禁
煙
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

禁
煙
の
ス
ス
メ

健康増進課（友部保健センター）健康増進課（友部保健センター）

写真②

写真①



●IHクッキング
　　　　ヒーター
●エコキュート
●蓄熱暖房機
●太陽光発電
●キッチン・
　バスルーム
　　　リフォーム

オール電化のご相談 リフォームのご相談＆
東京電力電化推進パートナー

笠間市柏井529-1
HP　http://www.e-lifeone.com/
TEL 0296-77-0215
通常営業時間8：30～17：00

友 部

Switch! ON 友部
㈱ライフワン

こうみんかん こうみんかんこうみんかん
活動中です活動中です

笠間公民館　 ☎02
96-72-2100

友部公民館　 ☎02
96-77-7533

岩間公民館　 ☎02
99-45-2080
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囲碁の部の様子

　1月23日（日）に、第５回笠間市民囲碁・将棋大会が笠間公民館で開催されました。
　各部門を合わせて77名の参加をいただき、熱気あふれる大会となりました。

笠間市民囲碁・将棋大会を開催

　国家公務員の勤務時間に準じて、４月１日から市職員の勤務時間が１日当たり８時間から７時間45分に変更
になります。これに伴い、市役所本所および各支所等の開庁時間が次のように変更となりますので、ご協力を
お願いします。

変更前  午前８時３０分～午後５時３０分 → 変更後  午前８時３０分～ 午後５時１５分
※ 本所および各支所において実施している窓口延長業務（本所：水曜日　笠間支所：木曜日　岩間支所：火曜日）
は、引き続き午後７時30分まで実施します。
　なお、次の施設等の利用時間については変更ありません。
　○各保育所　○市立病院　○各公民館　○各図書館　○総合公園　○市民体育館　○岩間海洋センター
【問合せ】 秘書課　内線５５１・５５２

４月から市役所の開庁時間が変更になります

○囲碁の部入賞者一覧○
クラス 成　績 氏　　名

Ａ
優　勝 原　田　幸　男
準優勝 横　倉　隆　夫
三　位 小田部　光　三

Ｂ
優　勝 小　澤　睦　夫
準優勝 深　沢　　　務
三　位 齊　藤　幸　夫

Ｃ
優　勝 柴　沼　久　子
準優勝 中　島　　　功
三　位 塙　　　　　猛

審判員 小磯　毅、高瀬　浩、小島　一浩

将棋の部の様子

○将棋の部入賞者一覧○
クラス 成　績 氏　　名

Ａ
優　勝 広　沢　　　守
準優勝 高　久　　　忠
三　位 福　井　一　郎

Ｂ
優　勝 白　石　　　純
準優勝 田　村　三　郎
三　位 長谷川　　　泉

Ｃ
優　勝 富　施　修　次
準優勝 笠　原　　　隆
三　位 加　藤　三子男

審判員 桜井　光雄、西田　富重、佐藤　武三



書籍・CD・
DVD か んんしし よよとと

各館の各館の
行事予定（４月）行事予定（４月）
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☆図書館システムがリニューアルしました！
◆カードの代わりにケータイが使えます！
　今度のシステムでは、カードまたはケータイ
から選び、利用登録することができます。ぜひ
ご利用ください！
○ 図書館の利用者登録に携帯電話を利用するの
は県内初です！
○ 貸出時など、専用パットに携帯電話を置くだ
けで済み、財布等からカードを取り出す手間
が省けます。
※ 登録・利用できるのはIC機能付の機種のみで
す。また、機能はIC番
号の読み取りだけです
ので、本体の設定が変
わったり、個人情報が
読み取られたりするこ
とはありません。

◆レシート発給機で貸出状況ラクラク管理！
　これまで友部図書館で貸出時に渡していた、
資料名と返却日が書かれた便利なレシートが、
３館すべてで発行でき
るようになりました。
発給機は自由に使える
場所に設置しますので、
いつでも自分で発行し、
借りている資料を管理
することができます。

笠間図書館　☎ 0296-72-5046
友部図書館　☎ 0296-78-1200
岩間図書館　☎ 0299-45-2082

問合せ問合せ

◆友部図書館のレイアウトがリニューアル！
　友部図書館では、笠間・岩
間図書館と同じように、す
べての資料をICタグで管理
するために、入り口にゲー
トを設置しました。それに
伴い、館内のレイアウトも
変更し、より利用しやすい
図書館になりました。
　また、新たに２台設置された自動貸出機では、自
分で貸出手続きをすることができます。

◆岩間図書館「全国訪問おはなし隊」がやってきます！
　およそ550冊の絵本・児童書をキャラバンカーに積
み込んで全国を巡回している「全国訪問おはなし隊」
が、岩間図書館にやってきます。
　当日は、キャラバンカー内の本を自由に読むこと
ができ、30分程度のお話し会もあります。
日　時：平成２３年４月１７日（日）午後３時～４時ごろ
場　所：市民センターいわま

キャラバンカー見学…駐車場　おはなし会…２階会議室
対　象：幼児～小学生低学年程度 
＊参加は無料です。

◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～11時20分）
　4月  1日（金）『はじめまして』ほか
　4月15日（金）『ほら　みて　みて』ほか
◆おはなし会（午後２時～２時30分）
　4月  3日（日）『はなさかじいさん』ほか
　4月10日（日）『ねこのかあさんのあさごはん』ほか
　4月17日（日）『おたすけてんぐ』ほか
　4月24日（日）『どうぶつえんにいきましょう』ほか
◆ビデオ映画上映会（午後２時～）
　4月16日（土）『アヒルと鴨のコインロッカー』（110分）

笠間図書館笠間図書館

◆おはなし会（0歳～４歳向け　午前11時～）
　4月  7日（木）『どーこだどこだ』ほか
　4月21日（木）『そっくりで』ほか
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
　4月  3日（日）『こんとあき』ほか
　4月10日（日）『たにし長者』ほか
　4月17日（日）『なにをたべてきたの？』ほか
◆名作映画会（午後２時～）
　4月24日（日）『ラストサムライ』（154分）
◆ギャラリー
　◇3月21日（月）～4月  3日（日）
　　「バードカービング(鳥の彫刻)作品展示」
　　 バードカービング愛好会藝文教室
　◇4月  5日（火）～4月17日（日）
　　「水彩画展示」楽描きの会
　◇4月19日（火）～5月  1日（日）
　　「風景写真展示」佐川直樹個展

友部図書館友部図書館

◆おはなし会（０歳～３歳向け）
　4月  1日（金）午前11時30分～正午
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（４歳～小学生向け）
　◇日曜おはなし会
　　4月  3日（日）午後2時～2時30分
　◇おはなしのとびらと紙芝居　『三びきのやぎのがらがらどん』ほか
　　4月  9日（土）午後2時～2時30分
　◇お楽しみおはなし会
　　4月23日（土）午前11時～11時30分

岩間図書館岩間図書館

＜児童コーナーの様子＞ ＜雑誌コーナーの様子＞

＜入り口ゲートの様子＞

＜ケータイ利用の様子＞

＜レシート発給機＞



結婚応援プラン
まるごと含まれた安心プランの誕生

お一人様２万円から
30名様からご利用になれます。
主な内容
お料理・飲み物・挙式料・会場費・衣装
司会・美容・着付け・記念品・写真他
※内容は当社基準とさせていただきます。
※詳しくはお問い合わせください。
※各月５組様限定
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の講師による講習会（参加費無料）
を毎週開催しています。
募集期限▶3月31日(木)
対象者▶農業を営んでいない方
区画▶１区画30㎡
使用料▶年間10,000円（１区画当
たり）
使用期間▶4月～平成24年3月の
1年間（契約更新可）
申込方法▶所定の使用申請書およ
びアンケートを農政課まで提出く
ださい。申請書は、ホームページ
からもダウンロードできます。な
お、申込みは先着順です。
■申・問農政課（内線523・524）

平成23年度職業訓練生募集
　笠間地区建設高等職業訓練校は、
事業主または事業主の団体などが
県知事の認定を受け、その雇用す
る従業員に対して、職業に必要な
知識・技能を教え、優れた技能者を
育成する訓練の場です。
日程▶毎週月・水・金曜日の午後6
時～9時までの月9回　年間延べ時
間350時間以上の訓練です。
事業主負担金▶年間30,000円
対象者▶年齢17～60歳未満、中
学校卒業以上の学歴の方
募集締切▶3月31日（木）
■申・問笠間地区建設高等職業訓練校
担当：加茂　℡0296-72-1677

　皆さんの声援が、選手たちにとっ
て何よりの力になりますので、ぜ
ひ会場で応援してください。
試合日程▶3月26日(土)、4月9日(土)・

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（1月25日）
【廃棄物の受入】
　環境保全事業団より、廃棄物の受入（溶融処理対象物・直接埋立廃棄物・含
有金属等の判定）に係る資料の提出を求め、その資料に基づき処分状況の報
告を受けた。
① 　受入対象廃棄物の種類は、溶融処理対象物および直接埋立廃棄物があり、
受入基準に基づき受入れている。
② 　受入基準については、共通事項として、溶融処理対象物・直接埋立廃棄
物ともに処理に危険性があるものを受入禁止にしている。また、廃棄物の
長さ・大きさ等についても規制している。
③ 　重金属等を含む場合は国の定める「廃棄物処理法」の基準値より厳しい
「土壌の汚染に係る環境基準について」の基準値を採用している。基準値を
超えたものについては、溶融処理にするか受入れを拒否している。

【次回の監視活動】
　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。

となりのまちから
水戸地方広域市町村圏協議会

水戸ホーリーホック2011年
ホームゲーム前期試合日程

（水戸市）

笠間地区の祝日等の可燃ゴミ収集のお知らせ
　4月から、笠間地区の祝日（元旦を除く）、振替休日の可燃ゴミの収集をそ
の翌日に行うことになりました。（翌日が日曜日の場合は月曜日となります。） 
　従来どおり日曜日、祝日のゴミの収集は休みとなります。
　ただし、5月の連休については、日曜日を除く連休の中日（4日または5日）
と連休最終日の翌日に可燃ごみの収集を行います。
【具体例①平成23年4月の場合】

日 月 火 水 木 金 土
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

※ 29日が祝日のため収集は休みとなり、翌日の30日に金曜・土曜日コース
の可燃ゴミの収集を行ないます。

【具体例②平成23年5月の場合】
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

※ 3日から5日まで3連休となるため、この場合、4日に火曜、水曜日コー
スおよび6日に木曜、金曜日コースの可燃ゴミの収集を行ないます。
※3日および5日のゴミの収集は休みとなります。
問笠間支所生活課（内線72122）

23日(土)、5月4日(水･祝)・14日
(土)・28日(土)、6月12日(日)・25
日(土)、7月9日(土)・31日(日)、8
月21日(日)
試合会場▶ケーズデンキスタジア
ム水戸（水戸市小吹町）

※ 開催時間、料金など詳しくは、
次へお問い合わせください。
問水戸ホーリーホック
℡029-212-7700



寿司割烹千成　笠間市大田町1088-3　JR友部駅北口左折900m
ご予約・お問合せは…☎   月曜休

千成の歓送迎会ランチ千成の歓送迎会ランチ

＊法事膳にもご利用下さい！通常ランチも大好評！

要予約・昼限定（11：00～１３：30）1,980円（税別）要予約・昼限定（11：00～１３：30）1,980円（税別）
ランチにぎり・ミニシーザーサラダ

ミニサーモンキッシュ・海老フライ・あら汁
デザート２種（桜とガリのシフォンケーキ他１品）

３・４月限定

雛祭りは３/31まで

お申込みはFAXでお願い致します　0296-77-8031
（名前・年令・TEL・職業をお書きください）

結婚相談も承っております

友部のビッグエコー
年令/30才～40才ぐらいまで
会費/男性4,000円・女性2,000円

3月27日（日）11：30～

＊ ＊＊ ＊

パークスガーデンプレイス（旧グリーンビュー）
年令/～45才まで
会費/男性5,000円・女性2,000円

4月3日（日）14：00～
（13時30分受付・各15名）

情報コーナー情報コーナー
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第10回エコフロンティアかさ
ま環境保全委員会を開催します
日時▶3月27日（日）午後1時
場所▶エコフロンティアかさま　
管理棟2階研修室
議題▶環境モニタリング結果など
傍聴申込▶3月24日（木）までに電
話でお申し込みください。
傍聴者定員▶50名（先着順）
■申・問環境保全課（内線127）
（財）茨城県環境保全事業団　
℡0296-70-2511

４月からＮＰＯ法人の申請・相
談窓口が変わります
　４月１日からNPO法人設立の
申請が、市役所でできるようにな
ります。笠間市内に事業所を持つ
NPOは、各種認証申請、各種変更
届および事業報告書等を市役所に
提出することになります。詳しく
は市役所または茨城県県民運動推
進室へお問い合わせください。
問市民活動課（内線134・135）
茨城県生活環境部生活文化課県民
運動推進室　℡029-224-8120

浄化槽設置補助金の受付方法
が変わります
　平成23年度から浄化槽設置補
助金の受付の方法が抽選方式に変

詐欺・窃盗にご注意ください
　最近、東京電力の社員などを装っ
た詐欺・窃盗事件が発生していま
す。東京電力や関係会社の職員は
「勤務証」を携帯していますので、
必ずご確認ください。不審に思わ
れるときは、すぐにお近くの東京
電力までお問い合わせください。
【主な犯行の手口】
・ 集金員を装い、「電気ご使用量の
お知らせ（検針票）」を使って、電
気料金を支払うよう要求する。
・ ブレーカー調査などの名目で個
人宅に上がり込み、隙をみて金
品を盗む。
・ 事前のお知らせもなく東京電力
を名のって訪問し、漏電調査等
の名目で器具の修理・取替を行
い、多額の請求をする。
・ 東京電力の名を語り、オール電
化住宅へのリフォームや太陽光
発電設備の設置等の契約を締結
し、多額の請求をする。
問東京電力　茨城カスタマーセンター
℡0120-995-332

　　　

市民農園「生き活き菜園　はな
さか」利用者を募集
　市民農園「生き活き菜園　はなさ
か」(笠間市橋爪)では、平成23年
度の利用者を募集します。素晴ら
しい眺めのなか、家族や仲間とふ
れあいながら、農園ライフを楽し
んでみませんか？
　施設内には、無料で使用できる
農具のほか、トイレ、あずまや、
水道、駐車場、広場があります。
なお、農園内の野菜づくりは無農
薬栽培となりますが、初心者でも
安心して栽培ができるよう、専門

わります。皆さんのご理解とご協
力をお願いします。
変更の内容▶ 
・ 受付は年２回（上半期と下半期に
分ける）とします。
・ まず、浄化槽設置補助希望(抽選
会参加)申込書により抽選会の受
付をします。
・ 抽選に当たった方が、本申請（補
助金交付申請書）を提出できます。

【第１回目】
受付期間▶4月1日(金)～20日(水)
受付対象▶浄化槽設置工事着工予
定が8月31日までのもの
抽選会▶4月22日(金)
市役所本所２階大会議室
【第２回目】
受付期間▶4月25日(月) ～9月21
日(水)
受付対象▶浄化槽設置工事着工予
定が9月28日～平成24年3月10
日までのもの
抽選会▶9月26日(月)
市役所本所２階大会議室
注意事項▶
・ 抽選会前に浄化槽を設置した場
合は、交付の対象となりません。
・ 抽選日から2か月以内に本申請
が提出されない場合はキャンセ
ルしたものとみなします。
・ 電話、FAXによる申込みは受け
付けません。
・ 抽選する権利および当選した権
利の譲渡は認めません。
■申・問下水道課（内線71130･71131）

は申込み先、問は問合せ先です。

案  内案  内

募  集募  集



かさま
このコーナーでは、市民の皆さんが
自らの活動で地域貢献している団体
などを紹介します。掲載を希望する
団体は市民活動課へご連絡ください。

シリーズ57 笠ふるさと間に生きる人たち

市民力
代表者　瀬谷　宗彦（下郷）

設　立　平成15年

会　員　6人

レクリエーションレクリエーション
いわまいわま
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会員のみなさん

瀬

谷
宗彦さん（代表者

）よ
り

　レクリエーション活動を
始めるきっかけは、社協の
施設「福祉センターいわま」
のいきいき支援に参加した
ことでした。ステージの上
で行われている演芸を見て
いるだけでなく、元気な高
齢者とレクリエーションを
通して全員で一緒になって
楽しいことを「共遊」できな
いか、と考えました。社協
の職員の方に相談し、ご理
解を得て約１時間程度の活
動からスタートしました。
（瀬谷　0299-45-4650）

　私たちの活動はレクリエー
ションを通してお年寄りの皆
さんに元気になって、楽しみ
を実感してもらうこと、児童
には授業にない遊びを体験し
てもらうことが目的です。活
動場所は福祉センターいわま、
大原小学校、いわまの郷です。
　レクリエーションは全員参
加です。「歌・ゲーム・ダンス」
の３つを基本とします。大き
な声を出して歌い、体を動か
し、笑いがいっぱいのゲーム、
そして最後はダンスです。折
り紙は「折る→絵にする→飾
る」の順に進めます。折って完
成ではなく、いくつか紙の大
きさや色を変えてそれを組み
合わせて絵にします。自分だ
けの絵に笑顔がいっぱいです。
　これからも「共遊」を創りだ
していきたいと考えています。

グランドでの遊び

折り紙作成中

ジャンケンゲーム

みんなを楽しく
自分も元気に

折り紙完成



―宝くじ助成事業でコミュニティセンターを新築――宝くじ助成事業でコミュニティセンターを新築―

充電中の電気自動車

市役所本所に設置された太陽光発電システム
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下
安
居
区
で
は
、
こ
の
度
、
地
域

の
交
流
と
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
新
築
し
ま

し
た
。

　

こ
の
助
成
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
必
要
な
施
設
や
備
品
を
整
備
す
る

た
め
に
助
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
利
用
し
た
い
団
体

（
区
・
自
治
会
）
は
、市
民
活
動
課
（
内

線
１
３
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

下安居区コミュニティセンター

　

市
で
は
、「
笠
間
市
役
所
地
球
温

暖
化
対
策
率
先
実
行
計
画
」
に
基

づ
き
、
地
域
の
一
事
業
者･

消
費

者
と
し
て
率
先
し
て
環
境
保
全
や

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
取
組

み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

　

市
役
所
本
所
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
（
出
力
10
ｋ
ｗ
）
を
設
置

し
ま
し
た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

年
間
約
１
０
，
０
０
０
ｋ
ｗ
ｈ
を
発

電
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
役
所
本

所
旧
庁
舎
１
階
事
務
室
の
照
明
の

電
気
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入

　

市
で
は
、
環
境
性
能
に
優
れ
た

電
気
自
動
車
を
公
用
車
と
し
て
２

台
導
入
（
リ
ー
ス
）
し
ま
し
た
。

　

こ
の
電
気
自
動
車
は
、
走
行
中

の
排
気
ガ
ス
・
エ
ン
ジ
ン
音
が
一

切
無
く
、
地
球
温
暖
化
に
影
響
す

る
二
酸
化
炭
素
も
従
来
型
の
軽
自

動
車
に
比
べ
て
約
70
％
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

充
電
は
家
庭
用
コ
ン
セ
ン
ト
を

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
満
充

電
か
ら
の
走
行
距
離
は
約
１
６
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

電
気
自
動
車
を
貸
し
出
し
ま
す

　

市
民
団
体
等
の
公
益
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
今
回
導
入
し
た
電

気
自
動
車
を
貸
し
出
し
ま
す
。

◆
対
象

　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
で
、
公

益
活
動
に
使
用
す
る
場
合
。
個
人

的
な
活
動
や
営
利
目
的
の
場
合
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。（
例
：
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
自
治
会
イ
ベ
ン
ト

の
備
品
運
搬
な
ど
）

◆
貸
出
時
間

　

原
則
は
、
土
・
日
・
祝
日
（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

の
み
。
た
だ
し
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
等
に
使
用
す
る
場
合
は
平
日
で

も
貸
出
し
可
能
で
す
。

◆
経
費
負
担

　

お
お
む
ね
４
時
間
未
満
（
半
日

単
位
）
は
５
０
０
円
、
４
時
間
以

上
（
１
日
単
位
）
は
１
，
０
０
０
円

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
は
負
担
な
し
）

◆
申
請

　

使
用
す
る
１
か
月
か
ら
５
日
前

ま
で
に
運
転
者
の
免
許
証
の
コ

ピ
ー
と
共
に
「
申
請
書
兼
誓
約
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

電
気
自
動
車
の
貸
し
出
し
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
市
民
活
動
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

市
民
活
動
課
（
内
線
１
３
４
・
１
３
５
）
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青菜とササミのレモンドレッシング 材料（４人分）
青菜（小松菜・菜の花・ほうれん草等）……………………………200g
鶏ササミ（酒を少々振りかけておく）……………………………160g
ねぎ（※しらがねぎに切る）………………………………………少々

Ａ　レモン汁…………… 1／2個 しょうゆ ……………大さじ2
　　粒マスタード……… 大さじ１ オリーブ油 …………大さじ3
※ Aの調味料はお好みで粒マスタードの量を減らしてください。また、鶏サ
サミを茹でた汁は、スープのだし汁としてお使いいただくことができます。
作り方　
　❶ たっぷりの熱湯に塩を加え、青菜を色よく茹でて冷水に取り、食
べやすい長さに切り水気をよく絞る。

　❷ 熱湯に塩少々を加え、鶏ササミを茹で、氷水につける。水気をと
り、割いておく。

　❸ ボールにAのドレッシングの材料を混ぜ合わせ、②を入れてなじ
ませる。

　❹①を③に加えてさっと和え、器に盛り、最後にしらがねぎを飾る。
※しらがねぎの切り方
　① 長ねぎの白い部分を長さ５～６cmに切り、中心まで縦に切り目
を入れて開き、芯を除きます。

　② 開いたものを重ねて、繊維に沿って端からごく細く切ります。
　③ 冷水にしばらくさらし、水気をきります。水気をきるときに、ざ
るなどに上げればパリッと、布きんなどに包んで流水の下でもみ
洗いし、水分を絞ればくしゅっとさせることができます。

　春の青菜をたっぷりと食べることができる一品です。青菜の種類
を変えていただくとさまざまな春の香りを楽しむことができます。

○ 広報かさまに掲載されている
あなたの写真を差し上げます。
お問合せは秘書課（内線225）まで。

人口と世帯数 （常住人口2.1現在）
●人　口 79,130人　（-49人）
　　　男 38,786人　（-17人）
　　　女 40,344人　（-32人）
●世帯数 28,264世帯（-11世帯）
●1月の出生者数　53人

○ 市ホームページモバイル
版では、行政・災害などの
さまざまな情報をお届け
しています。
　アドレス
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

栄養成分（１人分）
エネルギー162kcal、たん白質10.9g、脂質11.5g、塩分1.0g

●プレゼント　3月号締め切り：3月31日（木）必着
　市内在住・在勤の方を対象に、撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差し上げます。このコーナーや広
報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記の上、秘書課広報広聴グループまで、はがき（持参可）で
お申し込みください。
※当選者には、電話でご連絡を差し上げますので、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来てください。
●募集!
　撮影に使用する笠間焼を提供してくれる協力店（者）を募集しています。詳しくは、市役所本所秘書課までお
問い合わせください。ご応募お待ちしています。

【笠間焼の提供】
　小林　優子（笠間）
　サイズ：約17.0cm×22.0cm

好評企画好評企画

かさまぽけっとアドレス 問合せ：子ども福祉課（内線164）

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

「おもちゃ図書館ピノキオ」のご案内
　岩間子育て支援センターの休所日を利用して、おもちゃ図書館ピノ
キオが月１回開設されています。
　おもちゃ図書館とは、おもちゃ遊びを通じて親子とボランティア、同
じ年頃の子どもを育てている親子との交流が楽しみながらできる場で
す。仲間づくりや子育ての情報交換、リフレッシュ等に活用できると思
いますので、ぜひご利用ください。なお、気に入ったおもちゃの貸出し
も行っていますので、家庭に持ち帰り遊ぶこともできます。（貸出無料）

　実施日時 毎月第３火曜日の午前１０時から正午まで
　実施場所 岩間子育て支援センター「くりのこ」
　対 象 者 就学前の親子（お子さんだけの利用はできません）
　利 用 料 無料

【問合せ先】
　笠間市社会福祉協議会岩間支所

　0299-45-7889
　（平日の8:30～17:30のみ）

イラスト協力　笠間高校美術科

名　　称 岩間子育て支援センター
「くりのこ」

場　　所 市民センターいわま１階
（笠間市下郷5140番地）

開催日時 毎週月・水・金曜日
10：00～12：00、13：00～16：00

問合せ先 子ども福祉課

岩間子育て支援センターのご案内


